
 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
世
界
的
大
流
行

は
、
私
た
ち
の
日
常
を
奪
い
ま
し
た
。
自

粛
生
活
で
感
染
や
暮
ら
し
へ
の
不
安
、
孤

立
感
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
で
、

新
た
な
楽
し
み
や
可
能
性
を
見
出
し
、
働

き
方
や
生
き
方
の
価
値
観
が
変
わ
っ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
問

題
点
や
日
本
社
会
の
ひ
ず
み
、
格
差
社
会

が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
補
正
予
算
の
審

議
で
は
、
国
の
事
業
の
杜
撰
さ
、
国
や
市

の
対
応
の
遅
さ
、
自
治
体
間
格
差
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
で
は
、
都
市

封
鎖
（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
）
後
、
中
国
の
大

気
汚
染
物
質
が
劇
的
に
減
少
し
た
こ
と
、

イ
タ
リ
ア
の
水
の
都
ベ
ネ
チ
ア
で
運
河
の

水
が
き
れ
い
に
澄
ん
だ
こ
と
な
ど
が
報
道

さ
れ
、
経
済
活
動
が
い
か
に
環
境
に
影
響

を
与
え
て
い
る
か
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
波
、
第
3
波
に
備
え
つ
つ
、
コ
ロ
ナ

収
束
後
、
ど
ん
な
社
会
を
め
ざ
し
て
い
く
の

か
。
市
民
の
命
と
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
に

は
、
経
済
活
動
優
先
か
ら
経
済
・
社
会
・
環

境
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
持
続
可
能
な
社
会

へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。
そ
れ
を
め
ざ
し
て

国
連
で
採
択
さ
れ
た
の
が
市
の
掲
げ
る

S
D
G
s
で
す
。
ま
た
、
台
風
と
感
染
症
の

拡
大
と
い
う
危
機
に
直
面
し
、
柔
軟
で
機
動

力
の
あ
る
対
応
も
課
題
で
す
。
危
機
対
応
は

日
常
の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。
S
D
G
ｓ

の
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
と
い
う
理
念
を
軸
に
し
た
市
政
運

営
と
常
に
課
題
意
識
を
持
ち
、
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
職
員
の
育
成
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後　

私
た
ち
が
め
ざ
す
べ
き
社
会
と
は

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

９月議会の日程

8月26日（水） 本会議

9月3日（木）、4日（金） 本会議（代表質問）

 8日（火）～14日（月） 各常任委員会

 25日（金）、28日（月）、29日（火） 本会議（一般質問）

 30日（水） 本会議

10月2日（金） 本会議

＊市のホームページから中継や録画もご覧いただけます。

コロナ後の社会に求められること

国や市のコロナ関連予算
や対策についてご報告し
ます。自粛生活で気づい
たこと、考えたこと、こ
れからの社会や市政に求
めることをお聞かせくだ
さい。お待ちしています。

※ご都合のよい会場にお越しください。

日にち／8月16日（日）

参加費
無料

第41回　のもとよしみの議会報告会

相模湖公民館  
10時～12時
 ソレイユさがみ セミナールーム3
 2時～4時

22
対
23
市
長
等
の
減
給
に
反
対
！

麻
溝
台
・
新
磯
野
地
区
の
事
業
は
、
真
相
の

究
明
な
く
、
幕
引
き
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ

が
反
対
す
る
理
由
で
す
（
詳
細
は
4
ペ
ー
ジ
）。

市長室前にて SDGsとは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、
世界各国が合意した2030年までに達成する17の目標と169のターゲットで構成されています。
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※
a 

住
居
確
保
給
付
金

2
年
以
内
に
離
職
・
廃
業
し
、
住
宅
を
失
う
恐
れ

の
あ
る
場
合
に
家
賃
相
当
額
を
支
給
。

原
則
3
か
月
以
内
。
最
大
9
カ
月
ま
で
延
長
可
。

※
b 

緊
急
小
口
資
金

休
業
さ
れ
た
方
向
け
の
無
利
子
の
緊
急
貸
付
。

1
世
帯
に
つ
き
1
回
、
原
則
10
万
、
最
大
20
万
円
。

※
c 

総
合
支
援
資
金

失
業
さ
れ
た
方
向
け
の
無
利
子
緊
急
貸
付
。
1
世

帯
に
つ
き
1
回
、
単
身
世
帯
15
万
円
以
内
／
月
、
2

人
以
上
世
帯
20
万
円
以
内
／
月
、
原
則
3
月
以
内
。

遅
す
ぎ
る
1
人
10
万
円
の
給
付
事
業

6
月
ま
で
に
5
回
の
補
正
予
算
が
組
ま
れ
、

総
額
は
約
8
4
4
億
円
。
そ
の
う
ち
約

7
2
5
億
円
が
こ
の
事
業
で
す
。
7
月
8
日

の
申
請
件
数
は
約
31
万
7
千
件
（
申
請
率
93

％
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
約
6
％
、
郵
送
申
請

約
94
％
）。
7
月
8
日
ま
で
の
振
込
み
は
約

46
％
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
政
府
の
急
な
方
針

転
換
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
と
郵
送
申
請
の
併

用
、
受
け
取
り
の
権
利
を
世
帯
主
と
し
た
こ

と
等
が
原
因
で
、
自
治
体
で
は
混
乱
が
生
じ

ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
や
持
続
化
給
付
金

等
も
含
め
、
現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
な
い
国

の
事
業
は
、
多
く
の
ム
ダ
を
生
ん
で
い
ま
す
。

給
付
金
の
申
請
は
9
月
15
日
ま
で
。
ご
不
明

な
点
は
、
市
特
別
定
額
給
付
金
専
用
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル（
☎
0
5
7
0
ー
0
3
2
ー
1
1
8
）

へ
。感

染
状
況
と
医
療
体
制

７
月
10
日
現
在
、
市
が
発
表
し
た
陽
性
者

数
は
99
人
（
男
性
61
、
女
性
38
。
治
療
中
13
、

死
亡
3
）。
年
代
で
は
、
20
代
31
人
、
50
代
22

人
、
40
代
15
人
と
続
き
ま
す
。
P
C
R
検
査

は
市
衛
生
研
究
所
に
加
え
、
市

医
師
会
に
よ
る
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
方
式
（
場
所
は
非
公

表
。
検
査
は
民
間
）
も
実

施
さ
れ
、
中
等
症
以
上
の

方
が
治
療
を
受
け
る
重
点
医
療
機
関
等
や
軽

症
・
無
症
状
の
方
が
療
養
す
る
宿
泊
療
養
施

設
も
一
定
数
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
崩
壊
を
招
か
な
い
よ
う
、
医
療
従
事

者
の
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
ひ
と
り
ひ
と
り

が
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
病
院
の
安

定
し
た
経
営
や
医
療
従
事
者
の
支
援
に
も
力

を
尽
く
し
ま
す
。

心
配
さ
れ
る
市
民
の
暮
ら
し

生
活
困
窮
者
窓
口
の
相
談
は
4
月
に
急
増

し
、
5
月
以
降
は
さ
ら
に
増
加
。
住
宅
確
保

給
付
金a
※

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
休
業
等
に
よ

り
収
入
が
減
少
し
、
離
職
等
と
同
程
度
の
状

況
で
住
宅
を
失
う
恐
れ
の
あ
る
場
合
」
も
対

象
に
な
り
、
申
請
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
の
予
算
は
8
0
0
万
円
で
し
た
が
、

4
月
補
正
で
約
1
5
0
0
万
円
、
6
月
補
正

で
約
３
億
5
千
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
緊
急
小
口
資
金b
※

の
特
例
申
請
件
数

は
6
月
末
で
2
千
件
（
昨
年
6
件
）。
総
合

支
援
資
金c

※

の
特
例
申
請
件
数
は
6
月
末
で

5
1
3
件
（
昨
年
は
な
し
）
に
上
り
ま
す
。

日
銀
の
6
月
の
短
観
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
以
来
11
年
ぶ
り
の
低
水
準
と
な
り
、

倒
産
件
数
や
コ
ロ
ナ
解
雇
も
増
え
て
い
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
張
り
、
就

労
や
生
活
再
建
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
市
の
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実
や
柔

軟
な
制
度
運
用
を
求
め
て
い
き
ま
す
。   

市
独
自
の
小
規
模
事
業
者
支
援

国
の
持
続
化
給
付
金
の
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
小
規
模
事
業
者
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
含
む
）

に
10
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
今
年
３
月
か

ら
５
月
の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
が
前
年
同

月
比
30
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し
た
方
が
対

象
で
す
（
申
請
期
間
が
7
月
末
ま
で
延
長
）。

な
お
、
国
の
持
続
化
給
付
金
は
、「
主
た
る

収
入
を
雑
所
得
・
給
与
所
得
で
確
定
申
告
し

た
個
人
事
業
者
」「
2
0
2
0
年
新
規
創
業

者
」
の
方
も
新
た
に
対
象
に
（
申
請
は
来
年

1
月
15
日
ま
で
）。
雇
用
調
整
助
成
金
も
要

件
緩
和
や
手
続
き
の
簡
素
化
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
再
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
お
店
応
援 

３９
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
た
み
な
さ
ん
へ
の

感
謝
と
市
内
経
済
の
活
性
化
を
願
っ
て
実
施

さ
れ
る
「
さ
が
み
は
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
総
額
３
億
９
千
万
円
）。

1
万
５
千
円
以
上
（
合
算
可
）
で
3
9
0
0

円
が
口
座
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
（
1
人
1
口
）。
参
加

事
業
者
を
7
月
末
ま
で
募

集
中
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

施
時
期
は
、
今
後
の
状
況

で
決
ま
り
ま
す
。

妊
婦
さ
ん
へ　

市
か
ら
特
別
給
付
金

緊
急
事
態
宣
言

期
間
中
（
4
月
7

日
〜
5
月
25
日
）

に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
過
ご
さ
れ
て
い
た
妊

婦
さ
ん
に
3
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
（
申
請

は
9
月
30
日
ま
で
）。
健
診
等
を
受
診
す
る

際
の
タ
ク
シ
ー
や
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
、
感
染
症
対
策
物
品
の
購
入
な
ど
に
充
て

て
く
だ
さ
い
。
対
象
期
間
の
拡
充
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

国
と
市
か
ら
子
育
て
世
帯
支
援

国
の
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
」
は
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
世
帯
に

1
人
1
万
円
を
支
給
。「
ひ
と
り
親
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
」
は
、
①
6
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
世
帯
②
公
的
年
金
等

を
受
給
し
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額

停
止
さ
れ
る
世
帯
③
コ
ロ
ナ
禍
で
家
計
が
急

変
し
、
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
水
準
に
な
っ

て
い
る
世
帯
に
基
本
給
付
（
1
世
帯
５
万
＋

第
２
子
以
降
３
万
）、
さ
ら
に
①
②
の
う
ち
、

家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
に

追
加
給
付
（
5
万
）
が
あ
り
ま
す
。
①
は
申

請
不
要
、
②
③
と
追
加
給
付
は
申
請
が
必
要

で
す
。
8
月
中
旬
頃
、
案
内
が
届
き
ま
す
。

内
容
を
確
認
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
は
、
ひ
と
り
親
で
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
世
帯
に
1
人
2
万
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
立
小
中
学
校
等
に
通

う
子
ど
も
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
し
た

世
帯
は
、
就
学
援
助
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
請
は
7
月
末
ま
で
。（
問
い

合
わ
せ
先
は
妊
婦
さ
ん
と
同
じ
）

休
校
中　

子
ど
も
た
ち
の
昼
食
支
援
を

3
月
か
ら
の
突
然
の
休
校
で
給
食
は
中
止

に
。
子
ど
も
の
食
生
活
や
保
護
者
の
負
担
を

懸
念
し
、
子
ど
も
へ
の
昼
食
提
供
や
昼
食
費

支
援
を
促
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
5
月
分
か

ら
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
給
食
費
相
当
額
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
（
給
食
が
始
ま
る
ま
で
の
間
）。
3
月

に
速
や
か
に
昼
食
支
援
を
行
っ
た
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。
一
番
大

変
な
時
に
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
市

で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
い

ま
す
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
姿
勢
を

休
校
期
間
中
、
教
育
委

員
会
か
ら
動
画
配
信
や

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
民

間
教
材
が
案
内
さ
れ
ま

し
た
が
、
利
用
で
き
な

い
子
ど
も
へ
の
配
慮
は

な
い
ま
ま
。
家
庭
の
オ

ン
ラ
イ
ン
環
境
の
調
査
と

結
果
を
踏
ま
え
た
対
応
を

求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
調
査
が
実
施
さ
れ

た
の
は
3
カ
月
後
、
学
校
が
再
開
さ
れ
て
か

ら
（
そ
れ
以
前
に
独
自
に
調
査
し
た
学
校
あ

り
）。
速
や
か
に
調
査
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

W
i-

F
i
を
貸
し
出
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
放
し
た
り
し
た
自
治
体
と
大
き
く

異
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
に
は
会
派
か
ら
、
生
活
困
窮

家
庭
へ
の
支
援
、
子
ど
も
や
家
庭
が
抱
え
る

悩
み
や
問
題
等
の
把
握
と
対
応
、
図
書
の
貸

出
や
校
庭
開
放
、
休
業
中
の
子
ど
も
の
過
ご

し
方
や
学
習
保
障
に
つ
い
て
も
要
望
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
。
財
政
事
情
な
ど
に
よ
り
、

す
ぐ
に
実
現
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

「
家
庭
環
境
に
よ
ら
ず
、
子
ど
も
の
育
ち
と

学
び
を
保
障
す
る
」
姿
勢
だ
け
は
今
後
も
強

く
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、L
I
N
E
で
相
談
を

休
校
や
自
粛
生
活

が
続
い
て
、
子
育
て

不
安
や
児
童
虐
待
、

不
登
校
、
D
V
等
、

家
庭
内
で
抱
え
る
問

題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。
県
の
「
か
な
が

わ
子
ど
も
家
庭
1
1
0
番
相
談
L
I
N
E
」

は
、
7
月
か
ら
県
内
ど
こ
か
ら
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
無
料
、
匿
名
、
秘

密
厳
守
で
す
。
相
談
時
間
は
月
曜
〜
土
曜
の

９
時
〜
20
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）。
子
ど

も
も
保
護
者
も
そ

れ
以
外
の
方
も
ご

相
談
い
た
だ
け
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
×
補
正
予
算

2020年度 のもとの仕事

● 新型コロナウイルス感染症対策 
本部会議
●総務委員会
●少子高齢化・人口減少社会に関する 
　特別委員会
●大山丹沢山系鳥獣等問題議連　 
　理事

問
い
合
わ
せ
先

新
型
コ
ロ
ナ
暮
ら
し
・
経
済
支
援
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
4
2
ー
8
5
1
ー
3
1
9
3



全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
起
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
い
つ
避
難
が

必
要
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
、
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防

止
も
重
要
で
す
。

補
正
予
算
で
可
決
し
た
避
難
所

等
で
使
う
物
品
の
準
備
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。
非
接
触
型
体
温
計
、

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
、
消
毒
薬
、
使

い
捨
て
手
袋
等
は
、
す
で
に
避
難
所

や
風
水
害
避
難
場
所
の
防
災
倉
庫

（
1
4
4
カ
所
）
に
保
管
。
ま

た
、
間
仕
切
り
や
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
等
の
大
き
な
物
は
、
各
区

で
保
管
し
、
必
要
な
避
難
所
等

に
配
送
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ス

ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
具
体

的
な
配
送
手
順
の
確
認
、
避
難
所
担

当
職
員
の
研
修
、
地
域
へ
の
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

3
密
を
防
ぐ
に
は
、「
分
散
避
難
」

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
在
宅
避

難
、
友
人
や
親
類
宅
、
ホ
テ
ル
・
旅

館
等
へ
の
避
難
、
車
中
泊
も
含
め
て

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。
通
常
の
避

難
グ
ッ
ズ
に
加
え
、
感
染
予
防
用
品

も
準
備
を
。「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」
を
活
用
し
、
自
分
と
家
族
で
避

難
行
動
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
ね
。
自
分
と
大
切
な
人
の
命

を
守
る
た
め
に
、
十
分
な
備
え
と
早

目
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

A
&
A
事
業　

真
相
の
究
明
は
事
業
再
開
の
条
件

市
長
等
の
減
給
議
案
に
反
対

大
量
の
廃
棄
物
が
発
出
し
た
麻
溝

台
・
新
磯
野
第
一
整
備
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
（
A
&
A
）。
第
三
者
委

員
会
の
調
査
で
、
平
成
26
・
27
年
、
29

年
に
パ
ワ
ハ
ラ
や
非
違
行
為
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
、
職
員
8
人
が
停

職
・
減
給
等
の
処
分
を
受
け
ま
し
た
。

本
村
市
長
は
、
市
政
へ
の
信
頼
を
損

ね
た
と
い
う
理
由
で
市
長
等
の
減
給

議
案
を
提
出
、「
こ
れ
で
一
つ
の
区
切

り
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
調
査
報
告
書
に
は
、
当

時
の
職
場
環
境
が
劣
悪
で
、
職
員
も

「
組
織
の
被
害
者
」
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。
明
ら
か
に
組
織
上
の
問
題
と

誤
っ
た
政
策
判
断
（
政
策
決
定
過
程

の
記
録
な
し
）
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

当
時
の
市
長
等
の
責
任
や
組
織
上
の

問
題
を
問
う
こ
と
な
く
、
追
い
込
ま

れ
て
い
た
職
員
の
処
分
と
現
市
長
等

の
減
給
で
幕
引
き
と
す
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
採
決
で
は
、
市
民
・
民

主
、
共
産
、
颯
爽
、
無
所
属
が
そ
れ

ぞ
れ
反
対
討
論
を
行
い
反
対
、
自
公

は
討
論
せ
ず
賛
成
。
1
票
差
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
真
相
の
究

明
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

● 公式ウェブサイト https://nomotoyoshimi.com/● のもとよしみ事務所  〒252-0171　神奈川県相模原市緑区与瀬1309-1
TEL 042–682–6301　FAX 042-682-6302
E-mail iki-iki-nonohana@nifty.com

新型コロナ×市議会
市への速やかな対応、国への財源要請等を積極的に提案

新型コロナ×困りごと相談会　
6月28日相模大野駅にて

のもとよしみ 相模原市議会議員

レ
ジ
袋
有
料
化
と
プ
ラ
ご
み
問
題

7
月
1
日
か
ら
レ
ジ
袋
が
有
料

化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
レ
ジ
袋
、
日

本
で
発
生
す
る
プ
ラ
ご
み

（
9
0
0
万
ト
ン
／
年
）の
う
ち
、
何

％
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？
実
は
わ
ず

か
2
％
で
す
。
自
粛
生
活
で
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
や
宅
配
等
を
利
用
す
る

機
会
が
増
え
、
プ
ラ
ご
み
の
量
も
増

加
中
。
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
き
っ

か
け
に
、
プ
ラ
ご
み
全
体
を
減
ら

し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

日
本
の
プ
ラ

ご
み
の
輸
出
先
で

は
、
環
境
汚
染
や

健
康
被
害
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
は

17
年
末
に
原
則
輸
入
を
禁
止
、
東

南
ア
ジ
ア
で
も
輸
入
規
制
が
進
ん

で
い
ま
す
。
国
内
で
確
実
に
資
源

を
循
環
さ
せ
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

も
深
刻
で
す
。
年
間
8
0
0
万
ト

ン
も
の
プ
ラ
ご
み
が
海
に
流
れ
込
ん

で
い
て
、
2
0
5
0
年
ま
で
に
は
魚

の
重
量
を
上
回
っ
て
し
ま
う

と
の
予
想
も
。
生
態
系
に

影
響
を
与
え
る
5
㍉
以
下

の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、
歯
磨
き
粉
や
洗
顔

剤
に
含
ま
れ
る
研
磨
剤（
マ

イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
）
等
、
も

と
も
と
小
さ
な
も
の
と
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製

品
が
波
や

紫
外
線
に
晒
さ

れ
、
劣
化
す
る
こ
と

で
発
生
す
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
知
ら
な
い
う
ち
に
環
境
を

壊
し
て
い
る
の
で
す
。

市
で
は
、
S
D
G
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン

（
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め

の
行
動
）
と
し
て
、「
捨
て
る
モ
ノ

を
減
ら
そ
う
！
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
①
マ
イ
ボ
ト
ル
、
マ
イ
カ
ッ

プ
、
マ
イ
箸
を
使
う
②
買
い
物
に
は

エ
コ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
③
ご
み
の

分
別
を
し
っ
か
り
や
る
。

ご
み
の
行
方
を
想
像
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
×
防
災
・
減
災　

平
時
の
準
備
と
早
目
の
避
難
を

新型コロナ×つなげる
「青い鳥」さんから「ちゃれんじ倶楽部」さんへ


